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1. モデルルート公募の趣旨 
～ケーススタディを通じた日本風景街道の検討～ 

 

これまでの日本の道路は、単にモノ・人を運ぶ機能を有する“道具”として整備が進めら

れ、美しさ・景観・味わい等のニーズは優先されてきませんでした。 

その一方で、近年、景観向上や地域主体の道空間づくりを支えるための法制度の整備や社

会貢献に対する意識の高まりから、住民の積極的参加のもと、道路に対する多様なニーズに

対応するための様々な取組が進められています。 

このような、地域が主体となった動きを一層進めるために、国土交通省では、自然、歴史、

文化、風景などをテーマとして、美しい地域と道空間づくりの支援を通じて「訪れる人」と

「迎える地域」の豊かな交流による地域コミュニティの再生を目指した日本風景街道（シー

ニック・バイウェイ・ジャパン）の検討を行っています。 

今回、実際に道空間づくりに取組む地域への支援のあり方、地域が主導となった取組を行

う上での課題等を把握し、新たな仕組みや制度の検討を行うため、ケーススタディとして先

行的に取組むモデルルートを公募します。 

 
 

2. 公募の内容 
沿道等の地域住民主導のもと、地域固有の資源を活かし、美しく味わいのある道空間づく

りを行う 『中心となる道路（モデルルート）、及びその道路と一体となり活動を展開する

地域』 を募集します。 

モデルルート、及びその周辺地域の様々な資源や、それらを活かした活動、及び取組体制

等についてご提案下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 2

3. 応募主体 
本公募の趣旨をご理解頂いたうえ、地域に対して愛着、誇りを持ち、主体的に事業を実施す

る下記の組織を公募の対象とします。 

 

・ 道路管理者と実施内容に応じて必要な組織（地域住民、ＮＰＯ、町内会・自治会、企業、

自治体等）により構成され、活動を推進する組織（以下、「みちづくりパートナーシッ

プ」という） 

※ 応募時点でみちづくりパートナーシップが設立されていない場合でも、その設立が

明らかであり、かつ主な道路管理者の合意が得られている場合は、みちづくりパー

トナーシップを構成する組織が応募主体となることができます。 

 

※ 既に何らかの活動を行う組織がある場合、その主体組織を活用して頂いて構いませ

ん。 

 

 
4. 応募条件 
モデルルートを応募する組織は、下記条件を全て満たす必要があります。 

 

 地域資源の活用、保全、及び活動の方針が明確になっておりそれを実行する能力があ

る組織 

 将来にわたって継続的な活動が可能な組織 

 関係する者（所管する行政機関や利害関係者、既存活動実施者等）と連携・調整可能

な組織 

 

※ 宗教活動、政治活動、選挙活動を目的とする活動、暴力団（暴力団員による不当な

行為の防止等に関する法律第二条第二号に規定する暴力団をいう。）若しくは暴力団

の統制下にある活動を目的とする団体は除く 

 
5. 選考者 
選考者は、日本風景街道（シーニック・バイウェイ・ジャパン）戦略会議とします。 
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6. モデルルート採択までの流れ 
 

①体制づくり 
応募主体が日本風景街道（シーニック・バイウェイ・ジャパ

ン）に取組む地域の体制を整備 

 

②申請書類の作成 応募主体が活動基本計画等を作成 

 

③申請 
応募主体が申請書を日本風景街道（シーニック・バイウェイ・

ジャパン）事務局に提出 

 

④モデルルートの選考 選考者が申請書類をもとにモデルルートを選考 

 

⑤選考結果（採択）の

通知 
選考者が応募主体に理由を付して選考結果を通知 

 

 

7. 公募スケジュール（予定） 
応 募 受 付 開 始：平成１８年１月２０日 

応 募 受 付 締 切：平成１８年３月３１日（消印有効） 

モデルルート選考・発表：平成１８年４月 

 

 

8. 提出先・問合せ先 
・ 申請書類（様式１～３）は各３部ご提出下さい。（必要な方は、補足資料も３部ご提出

下さい。） 

・ 電子メールやＦＡＸによる申請書類の提出はご遠慮願います。 

・ 申請書類に不備がある場合、受付できませんのでご注意下さい。 

・ 申請書類の提出、公募に関する問い合せは下記までお願いします。 

 

『日本風景街道（シーニック・バイウェイ・ジャパン）』戦略会議事務局 

（財団法人 道路新産業開発機構内） 

担当：浜田 黒水 

〒104-0045 

住所 ：東京都中央区築地 7-17-1 住友不動産築地ビル 2F 

電話 ：03-3545-6633 

FAX  ：03-3545-6660 

e-mail：fukeikaido@hido.or.jp 
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9. 申請書類 
○応募主体の組織概要 

（添付資料の様式１-１または１-２に従い、下記内容についてご記入下さい。） 

※みちづくりパートナーシップが形成されている場合は、添付資料の様式１-１を、今後

設立する場合は、添付資料の様式１-２をご使用下さい。 

 

 応募主体の組織概要 

• 組織・団体名、代表者氏名 など 

• 組織・団体の活動目的、設立時期 など 

• みちづくりパートナーシップを構成する（もしくは今後構成する）組織・団体の名

称・組織形態 など 

 

 連絡先 

• 連絡窓口となる組織・団体の名称、担当者氏名、所在地、電話番号 など 

 

○応募主体に含まれる組織・団体等のこれまでの活動実績 

（添付資料の様式２に従い、下記内容についてご記入下さい。） 

 該当する組織・団体の名称 

 活動基本計画を遂行するに際し、参考となる活動実績（実施時期、実施場所、内容な

ど） 
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○活動基本計画 

（添付資料の様式３に従い、下記内容についてご記入下さい。） 

※活動基本計画（様式３）は全体で１０ページ程度で作成して下さい。 

 

① モデルルートの名称 

 

② 取組テーマ 

• モデルルート、及びその道路と一体となり活動を展開する地域の自然、歴史、文化、

風景などの特長を踏まえ取組んでいく活動のテーマ 

 

③ コンセプト 

• モデルルート、及びその道路と一体となり活動を展開する地域の目標像や基本方針 

 

④ 活動方針 

• 活動方針を記載 

※その際、下記の日本風景街道（シーニック・バイウェイ・ジャパン）の取組の４つ

の視点を踏まえ、簡潔に記載して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 活動エリア 

• モデルルートの範囲やモデルルートと一体となり活動を展開する地域の範囲が記載

された図 

※可能な限り写真や図面を利用して、分かりやすく記載して下さい。 

 

⑥ 現状およびセールスポイント 

• モデルルート、及びその道路と一体となり活動を展開する地域の現況、特長、セー

ルスポイント、課題 等 

※可能な限り写真や図面を利用して、分かりやすく記載して下さい。 

 

＜日本風景街道（シーニック・バイウェイ・ジャパン）の取組の４つの視点＞ 

Ⅰ．道の担う役割の復古・再生 

 ：交流の場、生活空間としての道の機能を復古・再生 

Ⅱ．地域の資産の活用 

 ：“人”や“地域に眠る観光資源”等を有効に活用 

Ⅲ．新たなもしくは多様な価値の創造 

 ：オープンカフェやビューポイントの設置等の新たな創意工夫により楽しめる道空

間を創造 

Ⅳ．使われ方の負の遺産の清算 

 ：景観を阻害する看板や電柱等の負の遺産を清算し、美しい沿道景観を再生 
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⑦ 想定される個別事業の内容、実施場所、及び事業実施者 

•  個別事業の内容と日本風景街道（シーニック・バイウェイ・ジャパン）の取組の４

つの視点（P5 参照）との対応、及び個別事業の内容と実施者、実施場所の対応 

※個別事業の内容ごとに、実施者と実施場所等の対応が分かるように出来るだけ具

体的に記載して下さい。 

※可能な限り写真や図面を利用して、分かりやすく記載して下さい。 

 

⑧ 期待される効果 

• 事業により期待される効果 

※日本風景街道（シーニック・バイウェイ・ジャパン）の取組の４つの視点（P5 参

照）に合わせて、できるだけ具体的に記載して下さい。 

 

⑨ スケジュール 

• 事業スケジュール 

※Ｈ１８年度内の実施スケジュールだけでなく、その後の活動等が分かるように記

載して下さい 

※実施スケジュールは分かる範囲で記載して下さい。 

 

⑩ 資金計画 
• スケジュールに応じた活動を実施する際に、必要な資金を確保するための計画（調

達先や調達方法など） 
※資金計画は分かる範囲で記載して下さい。 

 

○補足資料 

※必要に応じ、Ａ４サイズの書面１０枚程度で提出して下さい。 

• 必要に応じて写真や図面を活用し、モデルルート及びその道路と一体となり活動を

展開する地域の現状や活動状況等を補足説明する資料 
 

 （注意） 

・ 上記の必要書類のみを事務局にお送り下さい。その他の書類をお送り頂いても、選考の対

象とはなりませんのでご注意下さい 

・ 提出書類は返却致しません 

・ 採択された場合には、｢行政機関の保有する情報の公開に関する法則｣（平成 11 年 5 月 14

日法律第 42 号）に基づき、不開示情報（個人情報、法人の正当な利益を害する情報等）

を除いて情報公開の対象となります 
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10. 選考 

（１）選考手順 

①選考者による書類内容の確認（資格要件の確認） 

②選考者によるモデルルートの選考 

※ 必要に応じてヒアリングを行う場合があります。 

 

（２）選考基準 

日本風景街道（シーニック・バイウェイ・ジャパン）の取組の４つの視点（P5 参照）を踏

まえ、下記の５つの観点から総合的に選考します。 

 

○地域の魅力 

○組織力 

○取組の独創性・新規性 

○取組の継続性 

○取組の効果 

 

（３）選考件数 

20 件程度 

 
（４）選考結果の通知 

モデルルートの選考結果は、選考終了後に理由を付して応募代表者に通知します。 

 

 

11. モデルルート採択後の活動について 
採択されたモデルルートは、平成１８年度に必要に応じて活動の実施計画を策定し、計

画に基づいた事業を実施して頂くことになります。 

その上で、日本全国への展開を目指している日本風景街道（シーニック・バイウェイ・

ジャパン）の仕組みや制度づくりを行うために、取組の進め方や事業の進捗状況、活動上

で必要な仕組みや制度、支援などについて具体的な意見を頂くなどのご協力をお願いしま

す。 

 

12. その他 
参考資料として、去る１２月７日に開催されました日本風景街道（シーニック・バイウェ

イ・ジャパン）戦略会議資料、議事概要等を下記ホームページで閲覧またはダウンロード

できます。 

ＵＲＬ：http://www.mlit.go.jp/road/ir/ir-council/scenicbyway/index.html 

ＵＲＬ：http://www.hido.or.jp/fukeikaidou/index.html 

 



＜添付資料＞ 

 

 

 

 

『日本風景街道（シーニック・バイウェイ・ジャパン）』 

モデルルート 申請書 

 

 

様式１   ：応募主体の組織概要 

 様式１－１：みちづくりパートナーシップが応募主体の場合 

 様式１－２：今後、みちづくりパートナーシップを設立する地域の

代表組織が応募主体の場合 

 

様式２：応募主体に含まれる組織・団体等のこれまでの活動実績 

 

様式３：活動基本計画 

 
 
 



＜様式１-１：応募主体（みちづくりパートナーシップ）の組織概要＞ 

みちづくりパート

ナーシップの名称 

 

みちづくりパート

ナーシップの代表

者氏名 

 

みちづくりパート

ナーシップの所在

地 

※既存の組織やその組織の事務所内に事務局等がある場合は、その旨を記入したう

えで、所在地をご記入下さい。 
 
 
 
【活動目的】 

 

 みちづくりパート

ナーシップの概要 【設立時期】 

 

み
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
概
要 

みちづくりパート

ナーシップを構成

する組織・団体の概

要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

連絡先担当者氏名  

連絡先担当者の所

属組織・団体名 

 

電話番号  

ＦＡＸ番号  

連
絡
先 

e-mail  



＜様式１-２：応募主体（今後みちづくりパートナーシップを設立する 

地域の代表組織）の組織概要＞ 

組織・団体名 
 

応募主体の代表者

氏名 

 

応募主体の所在地  

応募主体の組織形

態 

応募主体の組織形態として該当するものに○をお付け下さい。 
公共団体 ・ NPO 法人 ・ 町内会、自治会 ・ 財団法人 ・ 社団法人

中間法人 ・ 民間団体 ・ その他（               ）

【活動目的】 

 

 応募主体の組織概

要 【設立見込み時期】 

 

みちづくりパート

ナーシップを構成

する予定の組織・

団体の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

応
募
主
体
の
組
織
概
要 

合意を得ている主

な道路管理者 

 
 
 

連絡先担当者氏名  

連絡先担当者の所

属組織・団体名 

 

電話番号  

ＦＡＸ番号  

連
絡
先 

e-mail  



＜様式２：応募主体に含まれる組織・団体等のこれまでの活動実績＞ 

組織・団体名 
 

これまでの活

動実績 

 

組織・団体名 
 

これまでの活

動実績 

 

組織・団体名 
 

これまでの活

動実績 

 

組織・団体名 
 

これまでの活

動実績 

 

※１ページに記入する組織・団体及び活動実績の数はいくつでも構いません。 

※必要な場合はページを追加して下さい。 



 

 

＜様式３-１：活動基本計画＞ 

①モデルルー

トの名称 

※路線番号などを記載するのではなく、地域特性などを踏まえたモデルルートの愛称をご記

入下さい。 
 

 

②取組テーマ 

 

 
 
 

③コンセプト 

 

④活動方針 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

様式 3の頁／全頁 

【  ／  】



 

 

＜様式３-２：活動基本計画＞ 

⑤活動エリア 

 

様式 3の頁／全頁 

【  ／  】



 

 

＜様式３-３：活動基本計画＞ 

⑥現状、及び

セールスポ

イント 

 

様式 3の頁／全頁 

【  ／  】



 

 

＜様式３-４：活動基本計画＞ 

【個別事業の内容】 

 
 
 
【実施者】 

 

 

 

【実施場所】 

 

 

 

 

【４つの視点】該当するものに○をお付け下さい。【複数可】 
Ⅰ.道を担う役割の復古･再生      Ⅱ.地域の資産の活用 
Ⅲ.使われ方の負の遺産の清算     Ⅳ.新たなもしくは多様な価値の創造、 

【個別事業の内容】 

 
 
 
【実施者】 

 

 

 

【実施場所】 

 

 

 

 

【４つの視点】該当するものに○をお付け下さい。【複数可】 
Ⅰ.道を担う役割の復古･再生      Ⅱ.地域の資産の活用 
Ⅲ.使われ方の負の遺産の清算     Ⅳ.新たなもしくは多様な価値の創造、 

【個別事業の内容】 

 
 
 
【実施者】 

 

 

 

【実施場所】 

 

 

 

 

⑦想定される

個別事業の

内容、実施場

所、及び実施

者 

【４つの視点】該当するものに○をお付け下さい。【複数可】 
Ⅰ.道を担う役割の復古･再生      Ⅱ.地域の資産の活用 
Ⅲ.使われ方の負の遺産の清算     Ⅳ.新たなもしくは多様な価値の創造、 

 ※１ページに記入する個別事業、実施者及び実施場所の数はいくつでも構いません。 

※必要な場合はページを追加して下さい。 

様式 3の頁／全頁 

【  ／  】



 

 

＜様式３-５：活動基本計画＞ 

⑧期待される

効果 

※該当しない部分は空白のままで結構です。 
【Ⅰ．道の担う役割の復古・再生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ⅱ．地域の資産の活用】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ⅲ．新たな・多様な価値の創造】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ⅳ．使われ方の負の遺産の清算】 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式 3の頁／全頁 

【  ／  】



 

 

＜様式３-６：活動基本計画＞ 
⑨スケジュール 

 

 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

事
業
内
容 

     

 

⑩ 資 金

計画 

 

 

様式 3の頁／全頁 

【  ／  】


